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Ca２＋/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼⅡ（CaM キナーゼⅡ）は多くの細胞に存在し、Ca２＋をセカンドメ

ッセンジャーとするさまざまな細胞内情報伝達機構に重要な役割を演じており、種々の組織や細胞から多くの

アイソフォームが見出されています。最近アイソフォームのなかで細胞内の特定の部位に局在する例が報告さ

れ、生体内ではこれらのアイソフォームはそれぞれ異なる生理機能に関与している可能性が考えられていま

す。 
CaM キナーゼⅡは、細胞外刺激により細胞内に増加した Ca２＋とカルモジュリンの複合体により活性化されま

す。また、α,β,γ,δと呼ばれる遺伝子の異なる４種類のアイソフォームが存在し、本抗体はδアイソフォーム

の中のδ１-δ４に反応する抗体です。免疫学的検討によりδ２は MIN6 細胞などのインスリン分泌細胞を始め

種々の培養細胞に存在し、小脳の顆粒細胞の核内にはδ３が存在することが示されました。このことからδ３が

小脳顆粒細胞の核内 Ca２＋シグナルに重要な役割を果たしていることが見出されました。 
本抗体はウエスタンブロット、免疫染色に使用できます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

細胞内情報伝達関連 

抗 ラット Ca2+ /カルモジュリン依存性プロテインキナーゼⅡ 
δ１-δ４ ポリクローナル抗体 

 

容量 200µg（200µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 1mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ラット CaM キナーゼⅡδ１－δ４に共通のペプチド断片で免疫して得られたウサギの抗
血清より、プロテイン G カラムにて精製。 

使用濃度  免疫染色: 15µg/mL 
イムノブロッティング:10～20µg/mL 

① ②

ウエスタンブロッティング 
 
Sample:  
① MIN 6 細胞（コントロール） 
② MIN 6 細胞（δ２強制発現） 
 
提供：熊本大学医学部第一薬理学教室 
    山本 秀幸先生 
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